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Heart state estimation from electrocardiograms

心電図を入力とする心筋細胞の状態推定

AIの眼で心電図を読み心筋細胞の性能を知る

どんな研究
私たちの周りには音や光など、様々な波形データが存在しています。そうした波形データを有効活用するため
には、波形データを変化させる原因を推定する技術が必要です。 本研究では、心電図から、その元になってい
る心筋細胞の挙動に関する情報を推定することに取り組んでいます。

どこが凄い
医学的には心電図の波形の特徴と病気との大まかな対応は解明されていますが、細胞レベルでの状態推定は困
難です。私たちは既存の心電図シミュレータによって人工的に生成した心電図を活用することで、細胞レベル
での状態推定を可能にしました。

めざす未来
臨床環境での本技術の実用化をめざします。また、心電図を含む多種多様な生体データに対して、その要因や
関係性の解析技術を構築することで、健康状態の予測や治療のシミュレーションを行えるバイオデジタルツイ
ンの実現をめざします。
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